
質問回答

2017年 9月 25日

バングラデシュ国マタバリ港開発事業準備調査

（公示日：2017年 9月 6日／公示番号：170685）について、質問の回答は以下のとおりです。

通番号 当該頁項目 質問 回答（案）

１

該当頁なし 現在、マタバリ火力発電所の導流堤、防砂堤は、

ボーリングがないまま、断面設計が進められてい

ます。

本業務に、防波堤設計業務、ボーリング業務が含

まれておりませんが、これは火力発電所の業務と

考えてよいでしょうか？

ご指摘の業務は、別案件の業務となることを想

定しています。

２

４頁 ３（１）業務管理グループ ４頁の左記箇所には、「副業務主任者は１名を上

限とする」と記載されている一方で、７頁の第９ １

１）評価対象とする業務従事者、の担当分野とし

て、「副総括／道路計画／安全管理」との記載が

ありますが、業務管理グループにおける副業務主

任者として、「副総括／道路計画／安全管理」とす

ることが、貴機構より指定されているわけではな

く、コンサルタントにおいて、他の業務従事者を業

務副主任者として指定（例えば、「副総括／港湾

施設計画／設計」といった指定）をすることは可能

であるとの理解で間違いないでしょうか？

本業務はその業務量、専門性等から複数名に

よるマネジメントが必要と判断しており、総

括を港湾計画とし、アクセス道路の重要性を

鑑み、副業務主任者（副総括）は「道路計画

/安全管理」を担当することとしています。
より適正と思われる提案等あれば、それを妨

げることはありませんが、評価対象分野は、

記載の通りとなります点ご留意ください。

なお、「副総括/港湾計画」として総括部分を
分けて提案される場合は、業務管理グループ

の加点はされませんが、ご指摘の通り「副総

括/道路計画/安全管理」を含め、副総括は２
名になります。



３

１４項 （２）円借款検討資料として

の位置づけ

本調査中に ES借款締結予定であると、時間が限
られ、EIA では季節ごとの調査などで終了が難し
い項目もでて参りますが、貴機構ガイドラインの

p13 (5)エンジニアリング・サービス借款 ２．にお

いて、「環境社会配慮上の要件を満たすことを確

認する」というところで、カテゴリ A の 120 日前公
開ルールの際に終わっているべき「要件」をお聞

きしてもよいでしょうか？

環境アセスメント報告書は、プロジェクト本体の

借款契約締結120日前までに公開する予定で

あり、業務指示書「６．.業務の内容 （２０）環境

社会配慮」に記載のスケジュールに基づき各

種資料作成を行っていただければ結構です。

以 上


